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①研究背景と研究目的
建築、特に新築の需要が減少している今、一方で、リフォーム、インテリアデザインの需要が高まることが期待される。もちろんプロとしてこれを職にしている人もいるが、素人であっても内装に興味のある人は多いのではないか。そこで、素人であっても、ある程度思い通りの空間をわかりやすい色彩に着目して構成することができることを目的とする。
②研究の位置付け
この研究は「既成市街地における犯罪環境設計に関する研究」と比較して考えると、調査方法・形態などはよく似ているが、研究の規模が大きく違う。このため、店舗での研究結果により、例えば、部屋のデザインまで落とし込むことで個人レベルでの日常的な利用の仕方がしやすいことである。
③調査目的と調査方法
各色のもともと持つ心理的効果、また、各色に形容詞をあてはめること。(SD法によるもの)
部屋という設定であると、目的があいまいであり、個人の嗜好によるものの影響が大きいと考え、店舗に着目して考える。対象は、飲食店(カフェ、バー、居酒屋など)、図書館、美術館など。
イメージ調査、実際にある店舗の調査。
④分析手法
統計を取り、傾向を見る。
⑤仮説(考察出来ると推測される項目と内容)

もともと知られている各色の特徴に加え、店舗や図書館など、目的、用途の明確な対象における色彩の人への影響はそれぞれ異なり、それぞれの空間には、一概には言えないがそれぞれ一般的な適した色があるはずである。
